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第１１号 

 

令和８年２月２７日 

「思いやり」を形にするということ 

校長 南山 夕子  
 

 思いやりとは何でしょうか。私たちは日々、「思いやりのある行動」に触れています。
しかし、その行動の背景にある気持ちは外からは見えません。本心からの優しさかも
しれませんし、役割や責任の中で選ばれた行動かもしれません。それでも、その行動が
誰かの支えになっているなら、そこには確かな価値があります。 
 一方で、優しい気持ちがあっても、迷いや遠慮から行動に移せないこともあります。
また、人には誰にでも好き嫌いやさまざまな感情が生まれるものです。しかし、その感
情をどう表すか、どのように振る舞うかは、自分で選ぶことができます。だからこそ私
たちは、生まれた気持ちを大切にしながらも、それに流されるのではなく、よりよい関
係を築くためにどう伝え、どんな行動を選ぶかを、みんなで考えていきたいと思いま
す。 
 たとえ心が波立つ時でも、共通のゴールに向けて礼節を保ち、最善の振る舞いを選
ぶ。その「主体的な選択」の積み重ねこそが、互いを尊重し合える豊かな人間関係の基
盤になるのではないでしょうか。 
 
 先日閉幕したミラノ・コルティナ冬季オリンピックでは、世界最高峰の舞台だから
こそ見える「心のあり方」が多くの感動を呼びました。華やかな表彰台で脚光を浴びる
選手の裏側には、怪我に苦しみ、思うような結果が出せなかった選手も数多くいます。  
しかし、私が最も心を打たれたのは、自身の敗北が決まった直後に、ライバルの健闘

を心から称え、笑顔で抱き合う選手たちの姿でした。 
 勝敗が残酷なまでに突きつけられる極限の状態にあっても、相手への礼節を失わな
い。支えてくれた人々への感謝を言葉にする。その姿勢は、メダルの色以上に私たちの
心に深く刻まれました。「思いやり」とは、余裕がある時だけに示すものではありませ
ん。自分が苦しい時、あるいは目標に届かなかった時であっても、「よりよい関係を築
こう」とする意思をもち続けること。それこそが、真の強さを伴った思いやりの正体な
のだと、選手たちは教えてくれました。 
 
 進級まであと一か月。子どもたちが新しい環境でも、互いを尊重しながら同じ目標
に向かって協力し合える集団へと成長していくことを願っています。本校でも、日々
の教育活動を通して、その基盤を丁寧に育んでいきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日（月）  スクールカウンセラー来校日  

ＰＴＡ交通街頭指導  

３日（火）  全校朝会  

５日（木）  １年生昔遊び体験   

１１日（水）  同窓会入会式（6 年生）  

１7 日（火）  卒 業 式 総 練 習 (全 学 年 参 加 )   

１８日（水）  卒業式前日準備（5 年生）  

１９日（木）  第 4８回卒業証書授与式  

※卒業生，5年生登校 9:00～9:10 

※１～４年生は，お休み  

２５日（水）  修了式・離任式  

※午前授業（給食なし）  

※卒業生登校 9:０0～９ :１０  

※学年末休業  ３月２６日～３１日  

※学年始休業  ４月  １日～  ６日  

 
2 月 9 日（月）、助産師の方をお招きし、5

年生が「未来プロジェクト」を行いました。妊

娠・出産の奇跡や命の尊さを学ぶ講話の後、赤

ちゃんの人形を抱く体験に挑戦。恐る恐る、け

れど慈しむように抱きかかえる子どもたちの表

情が印象的でした。自分たちもまた、多くの愛

情に包まれ歩んできたことを実感する貴重な時

間となりました。  

 

 

全学年でプログラミング学習を行っています。

ねらいは、問題を細分化し順序立てて解決する

「プログラミング的思考」の育成です。児童はタ

ブレットを使い、ブロックの組み合わせでキャラ

や音を操るなど、論理的な試行錯誤を楽しんでい

ます。2 月からは旭川教育大の学生ボランティア

も加わり、より充実した学びとなっています。  

2 月 6 日（金）に、新 1 年生と保護者を
対象に入学説明会を行いました。 
１日入学では、1 年生が「お兄さん・お姉

さん」として新入生を優しくリード。一緒に
遊び道具を作る姿はとても頼もしく、新入生
の緊張もほぐれたようです。限られた時間で

したが、相手を思いやり、丁寧に教える姿に
1 年間の大きな成長が感じられました。 

 

                                         

学習発表会保護者アンケ―ト 

① テーマ「一つ一つを大切に 仲間とチャレ     ②入退場の仕方をプログラムチケット制にし、 

ンジし 見ている人に 最高の感動を」に      観覧をその学年の関係者のみとして、混雑 

沿って、子どもたちが演目の発表に力を出し     を避ける工夫を行いましたがいかがだった 

切る様子はいかがでしたか。            でしょうか。 

【学習発表会アンケートの結果と今後】  

・子どもたちはテーマを意識し、練習の成果を出し切ることができました。  

【来年度への改善・継続事項】  

・会場運営の強化：玄関や控え室の誘導配置を明確にし、スムーズな入退場を徹底します。  

・動線の再検討：人の動きに合わせた動線を、継続して検討・改善します。  

・チケット制の実施：来年度も継続予定ですが、詳細については事前にお知らせいたします。
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 土日などのお休みで病気やけがを 
した際に、緊急に連絡が取りたい 
場合は、忠和小緊急連絡フォーム 
を活用ください。 

 


